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F10.7 10.5    7.5    5.2    3.3    1.8
Sq 10.5    7.5    5.2    3.3    1.8 1.0    0.5
〇各ピーク周波数におけるコヒーレンス










































Balan et al., 1993
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3-3. 解析結果
3.3.4 Sq場の振幅から太陽活動依存性の除去
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F10.7とSq振幅の相関図 回帰曲線からのずれの時系列プロット
1996 2005
Res-Sq(t)=Sq(t)-f(F10.7(t))
太陽活動に依存する成分を除去
Sq振幅に依存する残り成分
＝地磁気永年変化＋地球大気密度の変化＋熱圏の中性風の変化
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3-3. 解析結果
3.3.5 太陽活動成分を差し引いたSq場の長期変動(赤道域) 
上段：F10.7フラックスの1月平均値
中段：1月平均値の太陽活動成分を抜
き去ったSq場の振幅
下段：上記のデータに対して1年の移
動平均をかけたもの
○中段のSq場の振幅に見られる細か
い振動は、半年、1年周期の変動で
あり、地球の超高層大気の季節変動
を示す。
○Sq場の振幅は、1958-1970年と
1990-2008年の2期間で減尐傾向を
示し、それ以外のところでは、増加傾
向を示す。
〇1991年においてSq場の振幅が急激
に増加する
3-3. 解析結果
Station map
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○低緯度域のresidual-Sq場の振幅は、各
観測点ともに増加する期間と減尐する期
間がほぼ同期している
○このような増加と減尐の傾向は、極域、
中・低緯度及び赤道域にわたる広範な
領域で現れていることが予想される
3.3.6太陽活動成分を差し引いたSq場の長期変動(低緯度)
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4. まとめ
○1947年から2010年までの長期の期間における太陽F10.7放射フラック
スとIUGONETの保有する地磁気、及び熱圏・中間圏風速のデータを
用いて、地磁気静穏日変化(Sq)の振幅の太陽活動依存性とその長期
トレンドの解析を行った。その結果、以下のような結果が得られた
1. Sq場の振幅は、おおまかに太陽活動11年周期に同期して変動し、太陽
放射フラックス(F10.7)が最大となる極大期には、Sq場の振幅が増大し、
極小期には減尐する。
2. F10.7とSq場の振幅との周波数解析、およびそのコヒーレンス解析を行
った結果、よく知られた10.5年周期成分以外に、 7.5 、5.3、3.3、及び
1.8年のところに共通のスペクトルピークが現れた。それぞれのコヒーレ
ンスの値は、0.82－0.99の間をとり、両者の相関がかなり高いことが判
明した。
3. 太陽活動成分と差し引いたSq場の振幅の長期変動は、必ずしも増加
傾向の経年変動を示すとは限らず、その振幅は、約40年の周期？で増
加・減尐する。
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4. まとめ
○今後の方針：
1．10.5年周期以外の太陽活動の機構の理解
地磁気変動に現れる比較的短い太陽活動の原因を探る
→太陽研究者との議論
(この分野との連携しているIUGONET強み)
2．電離圏電気伝導度モデル値を用いた定量的評価
電離圏電気伝導度モデル値との相関解析を行い、背景磁場の減
尐・増加に伴うSq場の振幅変動を取り除き、超高層大気の長期変
動の寄与を定量的に評価する
3．中間圏・熱圏下部(MLT)の中性風との相関解析
F10.7フラックスとSq場の振幅との周波数・コヒーレンス解析をSq場
の振幅とMLT領域の風速との相関解析を行う
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